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二河白道を基盤とした非身体的側面からのケアリングの模索
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えられる事から、“Total Pain（全人的苦痛）” の各因子に相応すると考える。
そして、本論文の検討により、二河白道の喩の人間の苦痛からの解放の過
程は、「苦悩→苦悩の自覚による苦痛への転換→苦痛からの解放」の三つ
のフェーズに区分可能である事が明確にされたことから、大規模災害時の
各々の現場におけるフェーズ管理による災害情勢の把握に際し、浄土教を
基盤とした倫理価値判断基準を持つ多専門職ケアチームの一員としての視
点から他のスタッフとの間で情報共有を図る事が可能になると考える。
　次に、親鸞の著した『愚禿抄』を手掛かりに、親鸞が示した二河白道の
譬えの廻向発願心の場面理解及び各因子を検討した結果、今後、『顕浄土
真実教行証類』の信の章の別序を携えた信巻及び愚禿抄の各文献を始めと
した親鸞の二河白道の譬えの基底をなす二河白道以外の箇所の詳細な比較
検討を加える必要が有るが、善導の注釈に依り配された要素、因子とは異
なる点が認められた。
　特に、親鸞が説示した二河白道の譬えの描写から、東岸→白道→西岸の
東岸のプロセスを辿る事すら自覚できない凡夫であるが故に、阿弥陀如
来、釈迦如来のはたらきに拠り白道にすでにいることに気づかされる事が
伺えた。
　また、両者の譬えの説示の比較により、善導の説示した生き方の枠組み
の転換点と、親鸞が説示した行者の生き方転換点に差異が認められる可能
性が示唆された。これにより親鸞が説示した行者の従来の生き方の枠組み
は、新たな生き方の枠組みで白道の人生百年を既に生きていることを釈迦
如来の教え及び阿弥陀如来の願力により気づかされる事で行者は新たな生
き方の枠組みへと転換されると考える。また、親鸞の説示は、行者が阿弥
陀如来及び釈迦如来のはたらきにより、今世に生まれて生きている過程で
すでに業が成就し、西岸の浄土に往生が定まると解せることから、今後、
二河白道を軸に親鸞の解した教えをさらに理解する事により、主に「臨終
まつことなし、来迎たのむことなし」（『末燈鈔』）と説示される、浄土真
宗における平生業生の教えとの関連性を見出す事に繋がる。そして、この
死の形は問わない概念と「いのちの選別の問題」との関連を検討すること
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により、浄土教を基盤としたケアスタッフとしての倫理価値判断基準の明
確化に繋がると考える。
　加えて、行者が持つ生き方の枠組みの気づきの由のさらなる検討によ
り、①念仏は、凡夫が阿弥陀如来及び釈迦如来のはたらきにより新しい生
き方の枠組みに既に生きていることに気づかされることによる報恩感謝の
念から唱えること、②聴聞の場は、行者が生きる全ての過程が照らされて
これまでの東岸からの行者の歩みの積み重ねの全体像が照らされる場及び
白道を歩ませて頂いていることの自覚を積み重ねる場。また、教えに説か
れた阿弥陀如来、釈迦如来に感謝しその報恩から念仏を唱えさせて頂く
場。である事がさらに明確になり、今後の浄土真宗におけるケアの概念化
に繋がると考える。
　特に、浄土真宗本願寺派が取り組む教えの具体的な実践活動であるビ
ハーラ活動は、阿弥陀如来、釈迦如来のはたらきによる白道の歩みの積み
重ねに気づかされる実践活動であると捉えられる。このことから、今後、
多専門職集団からなるケアチームスタッフとしての行動指針の策定の際に
二河白道の説示は多大な有用性を持つと考えられる。
６．結語
　今後、本考察の検討のさらなる継続が必要であるが、本論文の検討によ
り、浄土教を基盤とする仏教者が現在進行中もしくは将来に発災すると考
えられる大規模災害の現場に浄土教を基盤としたケアスタッフとして積極
的に参画・寄与する基盤の醸成に繋がる事が見出せた。
　また、善導と親鸞が説いた二河白道の譬えの各因子の検討により、浄土
真宗の教えを基盤としたケアの概念化に繋がる可能性をもつ事も見出し
た。
　最後に、今回の論文で善導及び親鸞の説かれた二河白道の譬えを取り上
げた。しかし、二河白道の言葉の自己の恣意的な訳出や理解、また二河白
道以外の教えとの相関性の検討不足による言葉の表層的な理解等、いわゆ
る教学的な見地からの理解が不足していることは否めない。そこで、今後
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はこの論文をあくまでも「叩き台」として提示し、さらに諸先生方の様々
な見地からのご示唆・ご教導を賜りながら自己の理解の修正や深化を図る
ことによりさらに論文の目的を果たすべく二河白道の教えの理解を深めて
いきたい。
